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青少年問題の悩みなどお気軽に

宇治こころの電話
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(呈7.｀41昌除く毎日午前9時‾午後6時)

紫式部市民

文化賞

紫式部文

学賞
　　

(〒611宇治琵琶33、登22 ・3141 内線2082)申し込み・問い合わせ先…宇治市企画課企画係

　
市
で
は
、
「
源
氏
物
語
」
宇
治
十
帖
の
舞
台
と
な
っ
た
宇
治
市
に
ふ

さ
わ
し
い
「
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
」
と
し
て
、
平
成
二
年
に
「
紫
式
部

文
学
賞
」
と
「
紫
式
部
市
民
文
化
賞
」
を
創
設
。
昨
年
に
は
、
第
二
回

受
賞
作
品
を
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
、
受
賞
式
や
様
々
な
催
し
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
は
、
第
三
回
の
「
紫
式
部
市
民
文
化
賞
」
の
候
補
作
品
と
。

　
「
紫
式
部
文
学
賞
」
の
候
補
作
品
を
推
薦
す
る
市
民
代
表
推
薦
人
を
募

集
し
ま
す
。
多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

性
別
、
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん

市
民
文
化
賞
候
補
作
品

受
け
付
け
は
4
/
1
(
木
)
～
5
/
3
1

　
　
一
発
式
部
市
民
ス
化
｝
ど
り

宇
治
の
地
域
文
化
倣
市
民
自
ら

の
手
で
作
り
あ
げ
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
。
市
民
の
手
に
よ
る

文
学
恒
男
研
究
作
品
忽
鉦
と

し
て
お
り
、
５
募
の
時
点
で
宇
治

市
に
住
ん
で
い
る
か
、
通
勤
ま
た

は
通
学
し
て
い
番
人
な
ら
、
男
女

盈
問
わ
ず
応
募
で
空
手
一
。
ふ
£
、

自
薦
・
他
薦
の
別
も
問
い
ま
せ
ん
。

　
受
賞
作
品
は
、
市
政
だ
よ
り
で

概
賂
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
市
内
の

図
書
館
や
公
民
館
な
ど
で
公
開
Ｌ

ま
す
。
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第
三
回
の
候
補
作
品
の
募
集
期

間
は
、
四
月
一
日
困
か
ら
五
月
三

十
一
日
囲
圭
飛
前
回
借
Ｌ
ｙ
、
も

昌
努
名
し
た
人
は
も
と
よ
り
、

初
め
て
の
人
も
、
ぜ
ひ
ご
応
募
ぐ

だ
さ
い
。

　
な
お
、
昨
年
は
、
三
十
九
編
の

応
募
信
昭
中
か
ら
、
小
寺
慶
昭

さ
ん
（
南
陵
町
）
の
民
俗
研
究
「
揃

兪
首
Ｔ
監
市
・
密
読
」

と
、
東
義
久
さ
ん
（
大
久
保
町
）

の
「
小
説
山
城
国
一
が
」
が
第

二
回
の
受
賞
作
に
決
定
。
十
一
月

に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
受
賞
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

募
集
要
項

作
品
の
ジ
ャ
ン

ル
　
^
S
i
[
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ｔ
ａ
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ｄ

　
i
i
i
i
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c
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ｔ
ａ
w

起
竹
・
童
話
・
詩
歌
句
な
ど
の
文

学
作
品
か
、
文
学
・
歴
史
・
民
俗

な
ど
の
研
究
作
品
（
詩
歌
句
は
2
0

編
程
度
必
要
）
　
　
　
　
　

　
．
．

〔
作
品
の
要
件
〕

新
作
か
平
成
４
年
４
月
１
日
か

-　-Ｊ--ﾐ［J
▲第2回文学賞の受賞作は江國香織．

　さんの「きらきらひかる」でした

ら
５
年
３
月
3
1
日
ま
で
に
刊
行
さ

れ
た
も
の
。
日
本
語
の
作
品
に
限

る　
〔
作
品
の
規
格
〕

　
①
原
稿
作
品
ヽ
雑
誌
（
訃
じ
る

か
製
本
さ
れ
た
も
の
）
か
ホ
行
本

と
し
て
印
刷
さ
れ
た
も
の

　
②
原
稿
作
品
は
、
４
０
０
字
詰

原
稿
用
紙
（
Ｂ
４
・
縦
書
き
）
に

限
る
（
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
も
同
様
な

ら
霜
）

　
〔
応
募
資
格
〕

　
ｍ
応
募
の
時
点
で
市
内
に
在
住

か
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

　
②
性
別
、
自
薦
・
他
薦
の
別
は

問
わ
な
い

　
③
応
募
は
よ
Ｉ
点
に
限
る

　
〔
応
募
方
法
〕

　
①
原
稿
作
品
は
、
題
名
・
氏

名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名

選考委員

も
）
・
住
所
・
電
話
番
号
・
生
年

月
日
・
性
別
・
勤
務
（
通
学
）
先

羞
び
た
表
紙
を
付
け
、
ひ
も
で

綴
じ
る
こ
と
。
原
稿
に
は
通
し
番

号
を
打
つ
こ
と

　
②
雑
誌
・
単
行
本
は
、
別
紙
に

①
の
項
目
を
書
き
添
え
る
。
雑
誌

な
戸
ほ
、
応
募
作
品
の
個
所
に
見

出
し
紙
か
ほ
る
こ
と

　
③
点
字
作
品
は
管
受
字
に
す

る
こ
と

　
④
他
薦
に
よ
る
応
募
は
、
推
薦

者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

明
記
す
る
こ
と

　
⑤
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

　
〔
募
集
期
間
〕

　
４
月
１
日
㈹
～
５
月
3
1
日
圓

（
当
日
消
印
有
効
）

　
〔
賞
品
・
賞
金
〕

　
受
賞
者
は
Ｉ
ハ
以
内
、
正
賞
と

副
賞
3
0
万
円

４
華
や
か
に
行
わ
れ
た
受
賞
式

　
（
昨
年
１
１
月
８
日
、
文
化
セ
、
ｙ
タ
ー
）

〔
選
考
委
員
〕

左
表
の
と
お
り

〔
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先
〕

宇
治
市
企
画
課
企
画
係

選考委員

(50音順、敬称略)

山
路

興
造

宮
城

宏

水
川

喜
夫

坪
内

稔
典

鈴
木

貞
美

塩
見

啓
子

木
股

知
史

氏

名

京
都
市
歴
史
資
料
館
館
長

甲
南
女
子
大
学
教授

神一生

戸叉

京
都
教
育
大
学
教授

犀
禁
足

笑
参
千

助義

歌

人

甲
南
大
学
助
教授

専

門

職
業
な

ど

3/14(日)文化センター大ホール

フィールド・オブ・ドリームス　ダンス・ウィズ・ウルブズ

　　　　（主演　ケビン・コスナー）　　　　　　　　　　（監督・主演　ケビン・コスナー）

　上映：午前10時半～午後Ｏ時16分llSIS農上映：午後Ｏ時26分～３時27分

市文化センター／市観光協会／観光案内所(宇治橋西

詰・近鉄大久保駅構内)／松下時計店(伊勢田センター
前)／小山瑞泉堂(西宇治高校正門西)／うさぎ堂(近

鉄小倉駅前)／あたり屋(棋島紫ケ丘団地i2筋目)／黄

栞薬局(宇治小学校西)／手芸とカメラのマツモト(御

蔵山商店街)／宇治書店(宇治橋通り商店街)／酉小倉

コミュニティセンター／富士書房(近鉄久津川駅前)

圖璽国]巨匠匝璽亘]

公
平
委
員
に

水
谷
光
孝
さ
ん

新
美
雄
二
さ
ん
を
再
任

　
一
月
二
十
五
日
に
開
か
れ
た

市
議
会
十
二
月
定
例
会
で
、
任

期
満
了
に
伴
い
、
公
平
委
員
に

水
谷
光
孝
令
几
（
大
久
保
町
北

ノ
山
・
六
十
歳
、
再
任
）
と
新

美
雄
二
さ
ん
（
開
町
・
六
十
七

歳
、
再
任
）
夕
選
任
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
九
年
二
月
二
十
五
日
ま
で

で
す
。

157

あ
な
た
の
意
見
が
賞
選
考
に
反
映
し
ま
す

文
学
賞
市
民
代
表
推
薦
人

受
け
付
け
は
2
/
2
6
日
(
金
)
ま
で

　
　
「
紫
式
部
文
学
戸
の
受
賞
作

品
は
、
市
民
の
代
表
や
全
国
の
作

家
・
出
版
社
な
芦
か
ら
推
薦
さ
れ

た
作
品
の
中
か
ら
、
左
表
の
選
考

委
員
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
実
施
す
る
第
三
回
の
対
象

と
な
る
の
は
、
四
年
四
月
一
日
か

ら
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
刊

行
さ
れ
た
、
女
性
作
家
に
よ
る
文

学
作
品
で
す
。
ま
た
、
候
補
作
品

の
推
薦
期
間
は
、
五
年
四
月
一
日

閑
か
ら
三
十
日
廊
ま
で
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
「
紫
式
部
文
学

賞
」
の
侯
補
作
品
を
穫
薦
し
て
い

た
だ
ぐ
市
民
代
表
推
薦
人
蔵
次

の
と
お
り
募
集
し
季
ｙ
。
皆
さ
ん

多
田
道
太
郎

竹
田

青
嗣

瀬
一
戸内
寂
聴

大
庭
み
な
子

梅
原

猛

氏

名

評
論
家

京
都
大
学
名
誉
教
授

文
芸
評
論
家

明
治
学
院
大
学
教
授

小

説

家

小

説

家

国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ

　１
所
長

専

門

職
業
な

ど

の
意
見
を
又
学
贋
｀
考
に
反
映
さ

せ
る
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
ぐ

だ
さ
い
。募

集
要

項
　
〔
定
員
〕

　
1
0
人
（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

　
〔
対
象
〕

　
’
市
内
に
在
住
か
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
1
6
歳
以
上
の
人

　
〔
応
募
方
法
〕

　
官
製
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
性
別
・
職
業

（
学
校
名
）
を
書
い
て
、
宇
治
市
企

画
課
企
画
係
へ

　
〔
応
募
期
間
〕

　
２
月
2
6
日
胞
（
必
着
）
ま
で

　
〔
そ
の
他
〕

　
推
薦
人
に
選
ば
れ
た
人
に
は
、

記
念
品
か
差
し
上
げ
ま
す

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、

再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

ご
応

募
く

だ
さ

い
候補作品市民代表推薦人

選考委員

(50音順．敬

称略)

第
2
回
の
受
賞
作
品

－
雲

霖
－

尼

募
方
芭

萱

屋
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おかしいと思ったらすぐ
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消費生活相談室　霖22・3 14 1
市役所自治振興課内　　　内線22O3相談を

相談は、電話でも、来庁でも受け
付けます。お気軽にご利用を！

　　「無料です」「必ずもうかる」「あなただけが選ばれた」そんなウマイ話に

は要注意！　悪徳商法の被害を防ぐためには､知らない人から､電話による誘

いや訪問を受けた時、路上で呼び止められた時などに、まず。その人がどこ

のだれで、どんな目的で近付いてきたのかをよく確かめること、そして、必

要がなければ、きっぱりと断る勇気を持つことが大切です。

　今回紹介するのは、悪質商法の代表的な手口です。契約をした後でも、万

一おかしいと思った時には、すぐに、市役所の消費生活相談室へご相談を！

街
で
呼
び
止
め
ら
れ
て

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

●
主
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

　
化
粧
品
セ
″
ト
ー
モ
デ
ル
養
成
・
美
容
サ
ロ
ン
ー
シ
ョ

ツ
ピ
ン
グ
会
員
券
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

バ

●
手
口

　
駅
や
繁
華
街
な
ど
で
、
通
行
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
と
言

っ
て
近
付
き
、
喫
茶
店
や
営
業
所
に
連
れ
込
ん
で
、
商
品
売

買
な
ど
の
契
約
を
結
ば
せ
ま
す
。

一
や
ア
ド
バ
イ
ス

　
甘
い
言
葉
を
掛
け
ら
れ
て
も
、
相
手
の
ペ
ー
ス
に
乗
ら
な
い
こ

と
。
わ
な
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　
う
っ
か
狸
答
え
て
損
之
ず
る
こ
と
も
…
。

必
ず
志
望
校
に

入
れ
る
と
言
わ
れ
て

・
●
●

教
育
商
法

●
●
●

●
主
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

　
学
習
教
材
な
ど

●
手
口

　
「
こ
の
教
材
か
ら
学
校
の
テ
ス

ト
問
題
が
出
る
の
で
、
百
点
が
取

｛
ア
ド
バ
イ
ス

れ
る
」
「
志
望
校
別
の
特
別
教
材

が
あ
る
の
で
、
合
格
ま
で
責
任
を

持
っ
て
面
倒
曹

の
気
を
引
き
、
ま
た
、
子
供
の
教

育
を
思
ラ
親
心
に
つ
け
込
み
ま
す
。

　
三
年
間
分
の
教
材
が
一
度
に
送
ら
れ
て
参
た
り
、
塾
だ
と
思
っ
た
ら

教
材
の
契
約
だ
っ
・
た
り
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

消
費

者
コ

ー
ナ

ー

　
一
般
家
庭
で
傅
ｐ
れ
て
い
る

暖
房
器
具
の
う
ち
、
石
油
ス
ト

ー
ブ
の
占
め
る
割
合
は
九
一
％
。

普
及
台
数
で
は
、
一
世
帯
に
約

云
呂
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

圧
倒
的
な
人
気
の
理
由
は
、
燃

料
と
な
る
灯
油
の
価
格
が
、
電

気
や
ガ
ス
と
い
っ
た
ほ
か
の
燃

料
に
比
べ
て
安
価
な
点
に
あ
る

ぷ
つ
で
す
。

　
し
か
し
、
灯
油
の
原
料
で
あ

る
原
油
は
限
ら
元
だ
資
源
で
あ

る
う
え
、
原
油
か
ら
得
ら
れ
る

灯
油
の
量
は
、
元
の
原
油
の
一

一
上
三
％
に
循
策
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
灯
油
か
夭
切
に

使
ラ
た
め
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の

選
び
万
な
ど
に
気
を
付
け
石
必

要
が
あ
り
未
了
。

セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
オ
ー
バ
ー
に
説
明
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

公
的
機
関
か
ら
と
思
っ
て

か
た
り
商
法

　
消
火
器
・
電
話
機
・
産
制
具
な
ど

●
手
口

　
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
方
か
ら
プ
″
シ
ュ
ホ
ン
ヘ
の
切
的
梅
え
工

事
に
来
ま
し
た
」
「
保
健
所
か
ら
家
族
計
画
の
こ
と
で
来

た
衛
生
指
導
員
で
２
　
な
μ
と
、
公
的
機
関
や
有
名
企
業

の
名
牽
か
た
っ
て
、
物
を
売
り
に
来
る
業
者
が
あ
り
ま
す
。

加
ア
ド
バ
イ
ス

　
服
装
や
話
し
振
り
に
惑
わ
さ
れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

契
約
す
る
な
ら
、
公
的
機
関
に
問
い
m
＼
て
か
ら
で
も

遅
ぐ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
い
商
品
に
つ
ら
れ
て

催
眠
(
S
F
)
商
法

イ
プ
の
も
の
。
反
射
板
に
よ
っ

て
熱
盈
剛
方
へ
集
中
さ
せ
る
も

の
で
す
。
燃
焼
部
が
低
い
位
置

に
あ
る
の
で
、
座
っ
て
過
ご
す

こ
と
の
多
い
和
室
な
ど
に
適
し

て
い
毒
丁
。

　
【
対
流
型
】

暖
か
い
ゆ
気
を
対
流
さ
せ
る
も

の
。
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
Ｌ

と
か
こ
の
タ
イ
プ
に
含
ま
れ
ま

す
。
大
壹
蔀
屋
や
人
の
出
入

１
　
　
劣
い
場
所
な
ど
に
適
し
て

お
り
、
最
近
は
、
こ
の
型
の
も

乃
が
彗
及
し
て
き
て
か
求
ｆ
。

暮
ら
し
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

石
油
ス
ト
ー
ブ

　
一
般
的
に
反
射
板
か
な
ぐ
、

円
筒
形
を
し
て
い
ま
す
。
暖
め

ら
れ
た
害
淵
上
昇
し
、
冷
た

い
？
翫
が
下
降
し
て
起
き
る
対

流
現
象
で
室
内
か
暖
め
ま
す
。

い
す
や
ソ
フ
ァ
ー
の
牛
活
が
多

い
洋
間
で
は
、
体
の
位
置
が
高

い
た
め
、
こ
の
タ
イ
プ
が
適
し

て
い
康
司

　
【
強
制
対
流
型
】

　
フ
ァ
ン
盈
便
っ
て
強
制
的
に

・
●
●

㎜

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で

民
っ
て
か
５
も
心
外
一
、
引
り
駅

つ
て
、
必
要
な
発
熱
能
力
の
あ

る
機
器
忿
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
際
に
は
、
カ
タ
ロ
グ

に
「
木
造
六
～
八
畳
ｍ
ｈ
な
ど

と
い
っ
た
表
示
が
あ
る
の
で
、

参
考
に
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
経
済
性
（
耐
用
年
数
、

燃
料
費
）
や
安
全
性
（
排
気
、
’

安
全
装
置
の
有
無
な
ど
）
な
ど

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。機

、
電
気
炊
飯
器
、
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ

カ
セ
、
テ
レ
ビ
、
電
気
も
ち
つ

き
機
、
掃
除
機
、
ラ
ジ
カ
セ
、

ビ
デ
オ
デ
″
キ
、
毛
糸
編
み
機
、

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
ス
テ

レ
オ
ス
ピ
ー
カ
ー
、
食
器
乾
燥

機
、
大
型
ク
ー
フ
ー
、
扇
風
機
、

亀
気
ピ
ア
ノ
、
ピ
ア
ノ
、
キ
ー

　
適
度
の
湿
度
を

　
保
つ
工
夫
を

　
ス
ト
ー
ブ
タ
便
ケ
際
に
は
、

部
屋
の
湿
度
に
も
気
か
付
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
同
じ
二
〇
℃
で
も
。
湿
度
が

四
〇
％
以
下
だ
と
寒
ぐ
感
じ
、

五
〇
％
以
上
だ
と
暖
か
く
感
じ

ま
す
。
こ
れ
は
、
湿
度
が
低
い

と
、
皮
膚
か
ら
の
水
分
の
蒸
発

が
早
く
、
体
温
が
奪
わ
れ
や
す

い
か
ら
で
す
。

　
恰
哲
屈
の
な
い
石
油
ス
ト

ー
ブ
は
、
一
リ
″
ト
ル
の
灯
油

が
燃
焼
す
る
と
水
一
リ
″
ト
ル

分
の
水
蒸
気
が
出
る
た
め
、
特

に
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
給

排
気
筒
の
つ
い
た
固
定
式
の
も

の
鬼
哭
瘍
合
に
は
、
加
湿
器

な
ど
で
適
度
な
湿
度
を
保
つ
必

要
が
あ
り
水
子
。
こ
れ
は
、
健

康
面
か
や
旱
ハ
切
で
す
。

　
広
く
傅
ｐ
れ
て
い
る
石
油
ス

ト
ー
ブ
で
す
が
、
選
び
方
や
使

う
と
き
の
湿
度
な
ど
に
気
を
付

け
る
と
、
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
、
家
庭
で
の
燃
料
費
が
節
約

で
き
る
の
で
す
。謐

語
）
、
日
用
大
エ
セ
″
ト
。

■
譲
り
ま
す

　
折
紅
畳
み
式
ぺ
″
ド
（
病
人

用
）
、
和
だ
ん
す
、
食
卓
と
い

す
４
脚
、
籐
の
応
接
セ
″
ト
、

事
務
机
、
食
堂
テ
ー
ブ
ル
、
応

接
用
い
ず
２
脚
、
電
気
ス
ト
ー

ブ
、
エ
ア
コ
ン
、
除
湿
機
、
ク
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、毎日、いろいろな情報を得ること

行のものがほとんどで、まだまだ消

よう。悪質商法やクレジットカード

問題など、暮らしにかかわる問題は

ち消費者も、自ら積極的に行動して

。市では、皆さんと共に問題の解決

2203）を設けています。消費者

気軽にご相談ください。

リサイクル情報センター

2月26日(金)まで

悪質商法の被害に遭わないために

らし

情報

談室から～

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
種
類

　
そ
こ
で
ホ
ヂ
、
石
油
ス
ト
ー

ブ
の
種
類
に
よ
る
特
徴
舎
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
【
放
射
型
】

　
一
番
多
く
蒙
ｐ
れ
て
い
る
タ

石
油
Ｋ
ト
ー
ブ
の
選
び
方

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
購
入
に
当

た
っ
て
は
、
ま
ず
．
使
用
す
る

部
屋
の
種
類
、
広
さ
な
ど
に
よ
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　情報化社会が進展し、私たち消費者a

ができます。しかし、その情報も一方逗

費者は受け身の立場にあると言えるでし

によるトラブル、また、環境問題や健康

次々と発生しています。そんな中、私た

いかなければならない時期にきていまり

に当たるため、消費生活相談室（a内紡

問題に関することなら、どんなことで七
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Ｉ
Ｉ
．
ｊ
１
１
１
～
Ｉ
、
．
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｉ

　
ｆ
　
　
　
　
一
　
　
　
■
■
■
　
　
一

●
主
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

　
羽
毛
布
団
・
磁
気
マ
″
ド
レ
ス
・
医

療
用
具
な
ど

●
手
口

　
客
を
会
場
に
集
め
、
日
用
雑
貨
品
を

無
料
で
配
る
な
ど
し
て
雰
囲
気
夕
盛
り

上
げ
、
興
奮
状
態
に
陥
れ
て
、
最
後
に

は
、
高
価
な
商
品
を
売
昨
｛
付
け
ま
す
。

加
ア
ド
バ
イ
ス

　
言
葉
巧
み
に
誘
わ
れ
る
と
、
つ
い
買

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
心
境
に
な
る
も

の
。
し
か
し
、
本
当
に
必
要
か
、
品
質

は
確
か
か
、
支
払
い
が
可
能
か
な
ど
、

買
ヶ
前
に
、
も
う
一
度
考
え
ま
し
ょ
う
。

一
　
庭
で
有
効
に
利
用
し
て
い
た
だ

　
　
く
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
セ

　
　
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
未
丁
。

一
　
　

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
、
譲
り

　
　
た
い
も
の
が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、

一
　

登
録
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
期
間
は

　
　
二
月
二
土
〈
日
廊
ま
で
で
す
。

　
　
二
月
三
日
現
狐
鋲
さ
れ
て

一

い
る
主
な
品
物
は
、
次
の
と
お

　
り
で
す
。

　
　
　
譲
つ
て
ほ
し
い

一

　

１
い
い

用
い
ず
｀
孟
｀
用
食
卓

　
　
い
ず
、
二
段
べ
″
ド
、
ジ
ン
ク

　
　
　
　
ッ
ド
、
応
接
セ
ッ
ト
、
コ

ー
　
に
バ

ー
ロ
ー
ボ
ー
ド
、
ひ
じ
掛

　
　
け
付
き
い
ず
、
自
動
パ
ン
焼
き

ボ
ー
ド
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
大

人
用
自
転
車
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

自
転
車
（
忌
遥
機
付
き
）
、
子
供

用
自
転
車
、
一
輪
車
、
三
輪
車
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
Ｂ
型
、
ブ
ラ
ン
コ
、

チ
ャ
イ
ル
ド
カ
ー
シ
ー
ト
、
ベ

ビ
ー
キ
ャ
リ
ア
、
ベ
ビ
ー
バ
ス
、

海
釣
り
用
釣
曾

ボ
ー
ト
、
剣
道
の
防
具
（
大
人

用
）
、
収
納
庫
、
卓
上
ミ
シ
ン
、

籐
（
と
う
）
ご
ざ
、
圧
力
な
べ
、

和
机
、
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
旅
行

か
ば
ん
、
製
図
板
、
テ
ン
ト
（
Ｉ

～
２
人
用
）
、
柱
時
計
、
カ
メ

ラ
の
三
脚
、
語
学
学
習
テ
ー
プ

　
（
蓉

Ｉ
ラ
ー
、
ル
ー
ム
ヒ
ー
タ
ー
、

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
（
都
市
ガ
ス
）
、

石
油
温
風
ヒ
ー
タ
ー
、
洗
濯
機
、

温
便
座
、
電
気
ポ
″
ト
、
電
気

こ
ん
ろ
、
パ
ン
こ
ね
機
、
蒸
し

器
、
超
高
速
オ
ー
プ
ン
、
エ
レ

ク
ト
ー
ン
、
ミ
ニ
サ
イ
ク
ル
、

ガ
ー
ド
フ
ェ
ン
ス
、
ベ
ピ
ー
ベ

″
ド
、
ベ
ビ
ー
か
ご
、
ベ
ビ
ー

体
重
計
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、

剣
道
の
防
具
（
小
学
校
高
学
年

用
）
、
。
柔
道
着
（
中
学
生
用
）
、

学
習
机
、
留
守
逗
『
謡
機
能
付

き
電
話
機
、
床
力
１
ぺ
″
ト
、

本
箱
、
電
動
式
三
輪
車
（
障
害

者
用
）
。
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び

薬用入浴剤

　
冬
は
、
温
か
い
温
泉
が
恋
し

い
季
節
。
そ
こ
で
、
家
庭
で
簡

単
に
混
泉
気
分
に
な
れ
、
薬
用

効
果
も
あ
る
と
い
う
、
薬
用
入

浴
剤
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し

た
。

　
調
査
し
た
商
品
は
十
二
種
類
。

す
べ
て
一
楽
用
で
、
神
経
痛
、
冷

え
症
、
腰
痛
な
ど
へ
の
効
用
を

夕
た
っ
た
も
の
で
し
た
が
、
効

用
の
調
査
は
困
難
な
た
め
、
使

　
押
に
￥
ハ
れ
い
っ
ば
い
の
布
団

を
な
ん
と
か
し
た
い
と
は
、
だ

れ
し
も
思
う
こ
と
。
そ
こ
で
さ

つ
’
そ
う
と
登
場
し
た
の
が
、
こ

の
圧
縮
収
納
袋
。
「
布
団
を
三

分
の
一
に
圧
縮
し
て
収
納
で
き

る
の
で
、
押
１
　
　
入
れ
が
三
倍
広

く
使
え
る
」
と
い
.
ｃ
ｖ
ｒ
v
ｊ
ｊ
ｃ
.
文

句
で
す
が
、
本
当
に
三
分
の
一

に
圧
縮
で
き
る
の
で
し
Ｉ
７
か

？
ま
た
、
使
う
時
に
は
元
通

り
に
民
る
の
で
し
よ
シ
か
？

　
メ
ー
カ
ー
の
違
う
三
種
類
に

つ
い
て
、
実
際
に
布
団
今
ハ
れ
、

圧
縮
の
程
度
や
使
い
方
、
戻
り

用
Ｓ
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
便
用
後
の
感
想
は
、
お
湯
が

柔
か
く
な
っ
た
気
が
し
た
、
体

が
暖
ま
る
、
湯
冷
め
し
に
く
い
、

香
昨
か
よ
く
気
分
が
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
、
な
ど
な
か
な
か
好
評

で
し
た
。

　
し
ぶ
し
一
方
で
は
、
単
価
が

高
く
毎
日
は
便
え
な
い
、
合
成

着
色
料
を
便
用
し
て
い
る
も
の

が
あ
り
排
水
が
環
境
に
影
響
を

与
兄
る
、
香
り
の
強
過
ぎ
る
も

の
が
あ
る
、
音
の
出
る
も
の
も

あ
る
が
効
果
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
、
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　
収
れ
た
時
な
ど
に
、
気
に
入

っ
た
香
り
の
入
浴
剤
を
便
ラ
と
、

身
心
共
に
リ
ラ
″
ク
ス
で
き
て

よ
い
の
で
は
な
い
で
し
よ
シ
か
。

具
合
な
ど
を
調
査
し
て
Ｉ
Ｃ

た
。

　
袋
の
口
の
接
着
方
法
は
、
ア

使
い
や
す
さ
で
選
ぼ
う

『
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
試
買
調
査
か
ら
』

イ
ロ
ン
刄
ｙ
つ
つ
け
る
も
の
と

ク
リ
ッ
プ
棒
Ｉ
笛
め
る
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
便
い
や
す
か
っ

　
市
で
は
、
消
費
者
の
立
場
か
ら
の
意
見
や
要
望
・

苦
情
な
ど
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
施
策
に

生
か
す
た
め
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
そ
の
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
が
、
活
動
の
一

環
と
し
て
試
買
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
そ

の
結
果
の
一
部
。
公
の
テ
ス
ト
結
果
で
は
な
く
、
日

ご
ろ
何
げ
な
く
使
っ
て
い
る
身
近
な
日
用
品
を
、
モ

ニ
タ
ー
が
実
際
に
使
用
し
、
感
想
や
使
い
勝
手
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
モ
ニ
タ
ー
の
視
点

を
参
考
に
、
確
か
な
目
で
商
品
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

た
の
は
ク
リ
″
プ
棹
差
便
う
タ

イ
プ
。
ま
た
、
圧
縮
は
、
い
ず

れ
も
、
中
の
空
気
を
掃
除
機
で

吸
い
取
る
方
法
で
行
う
も
の
で
、

だ
い
た
い
、
宣
伝
ど
お
り
に
圧

縮
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
注
意
レ
た
い
の
は
、

長
時
間
吸
引
す
る
と
、
掃
除
機

の
温
度
が
上
が
り
、
故
障
の
原

因
に
な
る
と
い
う
こ
と
。
実
際
。

　
「
掃
除
機
の
モ
ー
タ
ー
か
ら
煙

が
出
て
調
れ
た
」
な
ど
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
メ
よ

’
Ｉ
・
で
も
、
長
時
間
の
吸
引
は
避

け
る
ぷ
っ
に
と
の
表
示
を
付
け

て
ぃ
未
了
。

　
一
ヵ
月
後
に
布
団
を
圧
縮
袋

か
ら
出
し
、
天
日
干
知
ず
る

と
、
芦
八
も
ほ
ぽ
元
通
り
に
民

り
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
で
は
、
六
ヵ
月
や

一
年
な
芦
長
期
間
保
管
し
た
場

合
、
元
通
り
に
民
る
か
、
途
中

で
客
ぷ
入
ら
な
い
か
な
ど
の

疑
問
は
残
っ
た
も
の
の
、
長
期

間
使
用
し
な
い
客
布
団
や
こ
た

つ
布
団
な
ど
に
は
、
利
用
価
値

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
ず
。

　
ま
た
、
ダ
ニ
や
カ
ビ
タ
防
ぐ

な
べ
衛
生
面
で
も
効
果
が
あ

る
と
思
わ
れ
毒
了
。

　
普
通
の
歯
ブ
ラ
シ
で
は
誤
ち

に
く
い
歯
垢
（
し
こ
う
）
夕
取

り
、
虫
歯
や
歯
周
病
の
原
因
で

あ
る
歯
槽
膿
漏
（
に
そ
う
の
う

　
合
成
洗
剤
は
、
環
境
や
健
康

に
悪
影
響
か
及
ぼ
す
疑
い
が
あ

り
、
天
然
の
粉
せ
っ
け
ん
は
、

環
境
や
健
康
に
や
さ
し
い
と
言

わ
れ
て
い
水
子
。
し
か
し
、
汚

れ
落
ち
の
具
合
は
？
ま
た
、

扱
い
方
が
面
倒
な
の
で
は
？

　
五
種
類
の
粉
せ
っ
け
ん
夕
選

び
、
白
い
靴
下
に
口
紅
、
司

油
な
ど
の
汚
れ
か
付
着
さ
せ
、

洗
濯
し
て
み
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
洗
浄
力
は
、
ど

の
種
類
も
予
想
以
上
に
よ
く
、

汚
れ
は
よ
ぐ
落
ち
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
洗
い
上
が
り
は
、
柔
軟

る
っ
）
の
予
防
に
効
果
が

あ
る
と
い
う
電
動
歯
ブ
ラ

シ
。
宣
伝
ど
お
り
の
効
果

は
あ
る
の
で
し
よ
シ
か
。

　
電
動
歯
ブ
ラ
シ
に
は
電

池
式
と
充
電
式
が
あ
り
ま

す
が
、
今
回
詰
屈
式
の

も
の
五
種
類
に
つ
い
て
調

べ
て
み
ま
し
た
。

　
調
査
期
間
が
一
週
間
と

短
か
か
っ
た
た
め
、
歯
垢

が
十
分
取
れ
る
か
ど
シ
か
は
よ

く
ゎ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

慣
れ
て
ぐ
る
と
、
短
時
間
で
細

部
ま
で
確
実
に
磨
け
て
便
利
で

し
た
。

　
た
だ
、
機
種
に
よ
っ
て
は
、

音
や
振
動
が
大
弓
そ
使
い
に

く
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

剤
を
必
要
と
し
な
い
程
柔
ら
か

で
、
自
然
な
香
昨
か
し
、
満
足

　
ま
た
、
電
動
歯
ブ
ラ
シ
は
本

体
部
分
に
モ
ー
タ
ー
が
入
っ
て

い
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
太
く

重
い
感
じ
が
し
康
ｙ
。
で
き
る

だ
け
本
体
が
細
く
て
軽
い
も
の

忿
選
ぷ
と
、
使
い
や
す
い
ぷ
コ

で
す
。

で
き
る
も
の
で
し
た
。

　
た
だ
、
粉
せ
っ
け
ん
は
粒
子

が
細
か
い
た
め
、
粉
が
舞
い
上

が
り
、
少
し
使
い
に
く
い
面
も

あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
で
、
家
庭
で
使

っ
て
い
た
合
成
洗
剤
で
の
洗
い

上
が
り
の
白
さ
は
蛍
光
（
け
い

こ
う
）
増
白
剤
に
よ
る
も
の
で
、

粉
せ
っ
け
ん
で
は
、
そ
れ
と
は

違
っ
た
自
然
な
白
さ
に
洗
い
上

が
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
粉
せ
っ
け
ん
を
僅
コ

場
合
で
も
、
合
成
洗
剤
と
同
じ

洗
い
方
で
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

電動歯ブラシ

暮らしの情報

香りで気分がリラ

ックス

布団圧縮

～消費生活相談室から～

布団圧縮収納袋

布団を3分の1に圧縮して収納

使いやすさで選ぼう

［消費生活モニター試買調査から

］

天然粉せっけん
自然な香りでソフトな仕上がり

一
譲
っ
て
ほ
し
い

歯垢を効果的に落と

すという
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＠
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＠
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＠
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＠
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＠
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＠
＠

ｏ
ｓ
ｅ
１
１
１
０
１
＠
ｓ
Ｉ
・
Ｉ
・
＠
○
＠
○
○
＠
○
＠
０
０
０
０
ｅ
ｏ
＠
○
○
＠
○
＠
○
○
＠
＠
ｅ
ｏ
ｏ
＠
ｅ
ｏ
＠

　
▼
と
き
・
：
２
月
加
日
出
．
午
後

C
M
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
明

星
園
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ｙ
テ
ー
プ
ぼ
け
老
人
官
鮭
で

お
世
話
し
て
▼
講
師
・
：
呆
け
県
人

を
か
か
え
る
家
族
の
会
会
員
・
山

添
洋
子
さ
ん
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
同

セ
ン
タ
よ
容
2
3
・
6
1
1
5
）
へ
．

参
加
は
無
料
、
直
奨
蕩
へ
▼
送

迎
…
希
望
者
は
事
前
に
同
セ
ン
タ

ー
へ
連
絡
し
、
当
日
午
後
１
時
4
0

分
に
京
阪
宇
治
駅
に
集
合
．

〈
新
し
い
手
話
教
室
〉

　
ｙ
と
き
＝
・
２
月
1
6
日
脚
・
2
3
日

Ｗ
・
３
月
２
日
㈹
、
午
後
７
時
１

り
時
▼
と
こ
ろ
…
総
合
福
祉
会
館

　
結
婚
－
　
そ
れ
は
、
愛
し
合

う
二
人
が
苦
労
か
丑
ハ
に
し
な
が

ら
、
豊
か
で
楽
し
い
人
生
を
築

こ
’
Ｚ
す
る
、
新
た
な
社
会
生

活
へ
の
門
出
で
す
。

　
我
が
国
の
憲
法
第
二
四
条
は
。

　
「
婚
姻
は
、
両
性
の
合
意
の
み

に
祠
つ
い
て
成
立
し
、
夫
婦
が

同
等
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
、
相
互
の
協
力
に

よ
り
、
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
米
沢

　
し
祁
し
、
二
人
で
新
し
い
人

生
か
歩
も
シ
忌
葛
意
思
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
婚
亡

な
る
と
、
「
両
親
や
親
心
の
合

≪
i
≫
-
ｆ
ｔ
:
1
£
ｆ
ｌ
ｌ
ｔ
ａ
て
畷
咲
言
屁

に
障
害
の
あ
る
人
▼
定
員
・
：
先
着

邨
人
▼
講
師
…
全
国
手
話
通
訳
問

題
研
究
会
運
営
委
員
・
相
馬
昇
司

さ
ん
▼
参
加
費
…
無
料
▼
申
し
込

み
…
1
5
日
側
ま
で
に
社
会
福
祉
協

議
会
（
豊
2
2
・
５
６
５
０
、
フ
ア

″
丿
ス
２
・
5
6
5
4
J
へ
。

意
が
必
要
」
な
ぐ
と
、
周
囲
の

者
が
相
手
の
職
業
や
家
柄
な
ど

に
こ
だ
わ
り
、
聞
章
試
笹
や

・
・
・
黄
槃
体
育
館
▼
対
象
・
・
・
1
5
歳
以

上
の
人
吊
学
生
は
除
く
）
▼
定
員

…
各
先
着
3
0
人
▼
受
講
料
・
：
1
0

0
0
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
1
4
日
面
、

午
前
９
時
か
ら
同
館
（
豊
3
3
・

1
4
0

0
1
）
へ
。
印
鑑
、
顔
写
真
（
３
ｔ
Ｘ

２
・
５
？
Ｔ
枚
が
必
要
。

お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

結
婚
を
考
え
る

身
元
調
査
な
μ
Ｅ
称
し
て
、
本

人
の
人
間
性
と
は
何
の
関
係
も

な
い
事
柄
を
勝
手
に
調
べ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
「
同
和
地
区
に
生

ま
れ
た
か
ら
」
、
『
両
親
が
今
つ

っ
て
い
な
い
か
ら
』
。
『
家
の
釣

父
回
が
と
れ
な
い
か
ら
』
・
：

そ
う
だ
か
ら
」
、
『
世
間
体
が
悪

い
か
ら
』
な
μ
と
、
家
柄
四
識

な
ど
に
こ
だ
わ
り
、
相
手
の
人

物
を
自
分
の
目
で
見
て
正
当
に

評
価
で
き
な
い
の
は
、
不
幸
な

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
シ
司

　
　
「
世
間
体
」
に
こ
だ
わ
る
と

い
う
こ
と
は
ど
フ
い
う
こ
と
な

無
料
、
直
接
会
場
へ
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
下
郭
Ｃ
と
お

り
。
時
間
は
午
後
Ｌ
時
半
～
４
時

半
▼
と
こ
ろ
…
城
南
勤
労
者
福
祉

会
館
▼
対
象
・
・
・
お
有
社
6
0
歳
以

上
の
人
▼
定
員
・
：
１
０
叉
（
Ｓ

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
…
無
料
▼
申
し
込
み
・
：
２
月
2
6

日
図
（
必
着
）
ま
で
に
所
定
の
申
し

込
み
用
紙
か
は
が
き
（
「
短
期
宇
治

会
場
」
と
朱
記
）
に
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
を

書
き
、
剛
京
都
Ｓ
Ｋ
Ｙ
セ
ン
タ
ー

　
（
〒
6
0
0
下
京
区
四
条
通
室
町
東
入

京都ＳＫＹ大学短期課程の日程・内容

月日 内　　　容 講　　師

3/15(月)

国内政治動向の分析と展望 京都SKYtンター#与
　亀井　　励さん

暮らしのやさしい法律知識
弁護士
　浅岡　美恵さん

3/19廊 心もからだもリフレッシュ ウェルネス研究所主任
研究員西田賓さん

3/24{㈹
南山城の古代を探る

山≪≪土資料館館長補佐
　高橋美久二さん

長寿の生理学 府立医科大学教授
　森本　武利さん

　

る
・
京
都
蓉
委
館
６
階
、
豊
０

７
５
一
２
４
１
一
〇
２
２
６
）
へ
。

さ
わ
や
か
宇
治

を
十
五
分
間
に
書
島
、
年
四

回
、
Ｋ
Ｂ
旦
只
都
テ
レ
ビ
で
放

映
し
て
い
る
も
の
。

宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団

第

1 5
期
生
募
集

　
市
で
は
こ
の
「
さ
わ
や
か
宇

治
」
の
ビ
デ
オ
（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
だ
け
）

を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
康
又

内
容
は
、
「
新
望
ぺ
ぶ
っ
こ
そ
」

　
「
高
齢
者
介
護
の
た
め
の
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
「
源
氏
物
語

の
ま
ち
づ
く
り
」
な
ぺ
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
広
報
課

（
容
内
線
2
0
6
9
）
へ
。

　第７回宇治市小学校

器楽合奏フェスティバル

　２月21日(日)午後O時半～

　文化センター大ホール

　入場無料

間い合わせ学校教育課豊内線2610

みそづくり講習会の日程・内容

と　　　　き 内　　　容

2/24團午後１時半～3時 こうじづくり

2/25(*)午前w時～正午 みそづくり

準備として、次の作業のいずれかを１回分担します

とき
　2 /23火

午後４時～5時

　2 /24(7W

午前w時～11時

　2 /25(*)

午Bi]10時～正午

　2/25困

午後2時～4時

作業 米洗い 米水切り 大豆煮 大豆煮

市職員を募集
身体障害者を対象とした採用試験も実施

▽
職
種
・
・
・
○
自
動
車
運
転
技
師

ぼ
若
干
名
Ｏ
環
境
衛
生
技
手

（
清
掃
作
業
員
）
＝
若
干
名

▽
受
験
資
格
・
：
○
自
動
車
運
転

技
師
＝
昭
和
3
3
年
４
　
月
２
日
か

ら
5
0
年
４
月
１
日
ま
で
に
隼
ま

れ
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

（
第
１
種
）
以
上
を
持
つ
男
子

Ｏ
環
境
衛
牛
蒋
吊
＝
昭
和
3
8
年

４
月
２
日
か
ら
９
年
４
月
１
日

ま
だ
に
｝
ｔ
を
孔
ｔ
が
Ｆ

国
民
健
康
保
険
証
の

切
り
替
え
郵
送
で
交
付

　
今
年
は
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
（
保
険
証
）
の
切
吟
替
え

の
年
で
す
。
加
入
者
の
皆
さ
ん

が
今
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
今

年
の
三
月
三
十
一
日
で
有
効
期

間
が
切
れ
ま
す
。
。

　
市
で
は
、
新
保
険
証
を
、
三

月
十
日
ご
ろ
か
ら
順
次
郵
送

　
（
普
通
郵
便
）
で
交
付
す
る
予

定
で
す
。

　
今
回
お
届
け
す
る
新
保
険
証

は
、
一
般
国
保
は
あ
さ
鳶
色
、

退
職
者
国
保
は
藤
色
で
、
有
効

期
間
は
五
年
四
月
一
日
か
ら
七

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。
旧
保

険
証
は
サ
イ
ン
ペ
ン
な
ど
で
×

と
介
護
者
な
し
で
の
職
務
遂
行

が
可
能
で
、
次
の
す
べ
て
の
要

件
か
満
た
す
人

　
①
昭
和
3
3
年
４
月
２
日
か
ら

　
5
0
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た

　
②
視
覚
、
聴
覚
、
音
声
、
言
語

　
機
能
に
障
害
が
あ
る
か
体
が

　
不
自
由
で
、
身
体
障
害
者
手

　
帳
（
６
級
以
上
）
の
交
付
を
受

　
け
て
い
る

　
③
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題

　
に
対
５
で
き
る
（
点
字
に
よ

　
る
出
題
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
④
５
年
１
月
１
日
現
在
宇
治

　
市
内
に
住
む
と
共
に
、
申
し

　
込
み
の
日
ま
で
引
壹
管
屋

　
ん
で
い
る

　
⑤
学
歴
は
問
わ
な
い
が
、
高

　
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

　
あ
る

第
1
次
試
験

印
を
付
け
て
、
国
民
健
康
保
険

課
（
〒
Ⅲ
宇
治
琵
琶
3
3
）
の
窓

口
へ
直
接
持
参
か
郵
送
で
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
る
人
は
、
国
民
健
康
保
険
課

窓
口
で
の
切
り
替
え
交
付
と
な

り
ま
す
（
事
前
に
文
書
で
通
知

し
ま
す
ｆ
こ
の
時
に
納
付
相
談

を
し
ま
す
の
で
、
旧
保
険
証
と

印
鑑
を
持
っ
て
ご
来
庁
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
ぐ
は
同
課
（
豊
内
線
2

2
6
7
）
へ
。

160

ビ
デ
オ
貸
し
出
し
中

　
テ
レ
ビ
広
報
「
さ
わ
や
か
宇

治
」
は
、
市
政
の
動
き
や
イ
ベ

ン
ト
、
市
民
活
動
な
ど
の
情
報

Ｌ
時
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
保

健
所
▼
内
容
…
講
演
「
中
高
年
の

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
と
応
急
処
置
」
＝

宗
治
久
世
医
師
今
中
村
尭
さ
ん
、

健
康
・
栄
養
相
談
、
食
牛
活
指
導
．

家
庭
介
護
用
品
・
デ
ン
タ
ル
製
品

の
展
示
、
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
、
ブ
ラ
″
ジ
ン
ク
指

導
ほ
か
▼
問
い
合
わ
せ
…
同
所

　
７
と
き
・
・
・
３
戸
２
Ｅ
Ｓ

J
1
-
Ｓ
Ｓ

７
時
～
９
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公

民
館
▼
対
象
…
市
内
在
住
の
小
学

の
か
、
も
う
一
度
み
ん
な
で
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
基
調

と
す
る
憲
法
が
で
き
て
四
十
数

年
を
経
た
今
日
な
お
、
人
類
普

遍
の
財
産
で
あ
る
は
ず
の
「
愛
」

が
ゆ
が
め
ら
れ
る
事
例
が
現
実

に
あ
る
の
で
す
。

　
お
互
い
の
人
間
性
に
重
き
を

置
い
た
力
″
プ
ル
の
誕
生
。
そ

ん
な
二
人
を
心
か
ら
祝
福
し
、

温
か
く
見
守
る
周
囲
の
人
々
。

　
こ
ん
な
光
景
が
当
た
り
前
の

社
会
代
一
日
ね
亘
に
く
市
民
み

ん
な
の
手
で
築
孝
ま
し
ょ
う
。

４
年
生
～
中
学
生
と
そ
の
親
▼
定

員
・
・
・
先
着
１
０
叉
▼
講
師
・
：
山

西
天
文
台
・
山
西
重
男
岑
ん
▼
申

し
込
み
・
・
・
1
2
日
吻
か
ら
同
館
（
S

2
0
・
1
4
1
1
）
へ
▼
参
加
費
・
：

無
料
▼
持
ち
物
・
・
・
筆
記
用
具
、
小

さ
い
懐
中
電
灯
、
防
寒
具
▼
協
力

・
・
夫
文
サ
ー
ク
ル
「
夢
見
会
」
。

市民歴史講座の日程・内容

月日 内　　　容

2/25俐 街道の歴史

3/4俐 現地見学会(川東方面)

3/11(木)街道とお茶

3/18(木)街道の変遷
日寺間は午後2時～4日寺

地
見
営
荘
宇
治
公
民
館
集
合
）

▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

▼
定
員
・
・
・
先
着
4
0
人
▼
講
師
・
・
・
府

文
化
財
保
護
指
導
委
員
・
若
原
英

次
さ
ん
▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
申
し

込
み
…
1
2
日
図
か
ら
同
館
（
豊
2
0
・

1
4
1
1
）
へ
。

小倉教養講座の日程・内容

月日 内　　　容

2/22(月)中国の地理と人々の生活

3/l(月)中国の婦人の生活

3/8 (月) 中国の年中行事

3/15(月)中国の家庭料理(実習)

日寺間は午前10時～正午

東
大
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
上
表
の
と

お
り
▼
と
こ
ろ
…
小
倉
公
民
館
▼

定
員
・
・
・
先
着
2
5
人
▼
講
師
・
：
中
国

人
留
学
生
・
商
雨
虹
｛
兄
▼
参
加

費
…
無
料
（
料
理
実
習
は
実
費
が

必
要
）
▼
申
し
込
み
・
：
習
苗
か

ら
司
館
ｉ
刀
一
・
4
6
8
7
）
へ
。

人
権
を
考
え
る 福 祉

図 書 館

お 知 ら せ公 民 館

一
｀

テレビ

広報

市
民
の
ひ
ろ
ば

在
宅
老
人

家
族
介
護
者
教
室

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

ス ポ ー ツ
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
２
月
2
1
日
面
、
缶

川
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
ハ

に
館
▼
参
加
費
・
：
５
０
０
円
▼
｛

乙
物
…
ゴ
ム
底
の
靴
▼
問
い
合

祭
・
中
塚
茂
｛
ん
（
容
2
2
・
２
９
ｊ

６
）
へ
。
参
加
は
直
接
会
場
へ
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
…
２
月
2
0
日
出
、
午
ｔ

１
時
と
３
時
半
の
２
回
▼
と
§

人
生
8
0
年
時
代
の
生
涯
学
習

京
都
S
K
Y
大
学
短
期
課
程

親
子
天
文
教
室

す
こ
や
か
フ
ェ
ア
と
歯
の

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

身
体
障
害
者
を
対
象

と
し
た
職
員
採
用

〉
職
稽
・
・
二
般
耶
獲
昭
ａ
ユ

〉
受
験
資
格
・
：
自
力
で
の
通
勤

　
▼
と
き
・
：
２
月
笈
日
収
午

前
９
時
～
▼
と
こ
ろ
火
蓋
体

障
害
者
夕
対
象
と
し
た
試
験
―

総
合
福
祉
会
館
○
そ
の
他
の
試

験
＝
市
職
員
会
館
▼
申
し
込
み

・
・
・
２
月
1
2
日
面
～
1
9
日
面
に
、

市
販
の
履
歴
書
（
今
春
高
校
卒

業
見
込
み
の
人
は
近
畿
高
等
学

校
統
一
用
紙
を
使
用
の
こ
と
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
最
近

６
ヵ
月
以
内
の
写
真
を
ほ
り
、

申
込
書
か
添
え
て
職
員
課
（
酋

内
線
2
0
6
3
）
へ
持
参
で
。

実
施
要
領
と
申
込
書
は
同
課
に

あ
り
未
了
。

市
民
歴
史
講
座

街
道
と
宇
治
の
歴
史

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
（
現

小
倉
教
養
講
座

隣
国
中
国
を
知
ろ
う

珍lt。

生てﾛﾖ
川

流中応
饌

川

み
そ
づ
く
り
講
習
会

　
無
添
加
、
低
塩
分
の
み
そ
の
作

り
方
の
実
習
を
通
じ
て
、
食
品
や

饌
芒
つ
い
て
考
え
康
ｙ
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
下
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公
民
館
▼
対

寥
・
・
市
内
在
住
で
、
準
備
に
も
参

加
で
き
番
人
▼
定
員
・
：
先
着
1
5
人

ｙ
指
導
・
・
・
牛
活
改
善
グ
ル
ー
プ
・

可
田
叔
子
さ
ん
▼
参
加
費
・
・
・
８
０

Ｕ
円
（
材
料
代
）
▼
持
ち
物
・
・
・
筆
記

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
▼
甲
し
込
み
・
：

巡
日
圖
か
ら
同
館
（
豊
3
2
・
８
２

Ｊ
)
O
）
へ
参
加
費
夕
添
え
て
。
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